
第14号（2023.4月発行）

三田市在宅医療・介護連携支援センター

〒669-1321
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医療・介護関係者の皆様へ
平素より三田市在宅医療・介護連携支援センターの運営にご協力・ご理解いただきありがとう

ございます。三田市在宅医療・介護連携支援センター通信 第14号を発行いたしましたのでご覧

ください。

三田市入退院支援ルールと在宅医療介護連携に関するアンケート調査
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昨年度末にかけて当センターより上記についてアンケート調査をいたしました。
ご回答いただきました医療介護関係者の方々ありがとうございました。

アンケートの結果については、下記より当センターのホームページにてご確認ください。

三田市在宅医療・介護連携支援センターホームページ（QRコードはこちら→）

→https://renkei-sanda.hyogo.jp

アンケート調査のご意見につきましては、後述の連携課題ワーキングにて検討し、地域の医療
介護関係者へ発信してまいります。

昨年度の当センター実施研修についての報告

◆三田市在宅医療介護連携研修会

令和4年9月 第5回「地域包括支援センターについて」

◆さんだ在宅スキルアップ研修会(さんだ在宅医療ネットワークさんとの共催)

令和4年5月「体験しようもしバナゲームでACP実践会議」
令和5年1月「全人的苦痛について∼在宅ケアの試みと課題∼」

◆他市との合同研修会(西宮市北部、神戸市北区)

令和4年12月「訪問診療医の視点からみた連携について考える」
令和5年3月「在宅医療・在宅ケアを支える連携力～最後まで自分らしく～」

ご参加いただいた方々ありがとうございました。
本年度も様々な研修を企画して参りますので、ぜひご参加ください！



昨年度の在宅医療介護連携推進会議ワーキングについての報告

●三田市在宅医療介護連携推進会議
三田市の在宅医療・介護連携に関する課題や対応策の協議・承認を行う会議です。

●各種ワーキング会議

〇連携課題ワーキングの今年の目標

・医療者と介護者の視点の違いを知るための事例検討や意見交換を実施する。

・入退院支援場面での課題対策の検討、各機関と調整、地域の医療介護関係者へ周知する。

・入退院支援ルールの運用変更や追加などの検討、および周知についての方法検討

〇看取りワーキングの今年の目標

・人生会議(ACP)の普及啓発活動を実施する。

・在宅療養における医療介護情報について共有する運用を考え、地域へ発信する。

各事業者様へ 医療介護資源情報の更新のお願い

三田市在宅医療・介護連携支援センターのホームページの「医療介護資源情報」および当センター
にて保持している情報について５月に更新したいと考えております。
つきましては、４月中に当センターより各事業所の情報更新の依頼をいたしますので、ご確認の上、
返送のご協力のほどよろしくお願いいたします。

【お知らせ】
看取りワーキングでは、地域の医療介護関係者の「人生の最終段階(看取り)における
支援」に関する相談を受けています。お困りの専門職の方は、各職種の職能団体の看
取りワーキングメンバーもしくは当センターへお気軽にご連絡ください。

※看取りワーキングメンバー
三田市医師会、三田市民病院総合支援センター、三田ケアマネジャー協会、三田市地
域包括支援センター(基幹型・地域型)、訪問看護ステーション、デイサービスセン
ター、三田市役所いきいき高齢者支援課、当センターの各代表者

具体的な連携場面を検討する
会議です。
三田市内の各専門職の代表者
が参加し、課題抽出、対応策
の検討を行い、その内容を三
田市在宅医療介護連携推進会
議へ提言します。

令和4年度三田市在宅
医療介護連携推進会議

資料より

三田市在宅医療介護連携推進会議

【代表者会議】
構成：各関係機関の代表や事業の管理者等
役割：検討課題や対応策の協議・承認

【実務者会議】
構成:各関係機関の実務担当者

役割:課題抽出・対応策の検討
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連携に関する資源や現状等の情報提供、共有 ・ 連携上の課題及びその対応策の共通認識化、取組推進

三田市(地域包括ケアシステム担当部署） ・ 三田市在宅医療・介護連携支援センター

宝塚健康福祉事務所

【ワーキング会議】
看取り・連携課題(2020年より)

構成:介護支援専門員と病院連携室中心
役割:特定の課題抽出・対応の検討
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